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2020.7～2021.6 
会   長 岩本洋子 
副 会 長 小川佳伸 
幹   事 宮田幹二 
雑誌･広報･会報委員長  

吉川秀樹 

 

週  報 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

国際ロータリー第 2660 地区 

 

 

第 2897 回例会 

 

創立 1959 年 6 月 16 日 

 

 

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

令和 2 年 9 月 29 日 

 

2020～21 年度 
国際ロータリー会長 

ホルガー・クナーク 

(ロータリーは機会の扉を開く) 

RC 

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内         
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12時 30分より  
事   務   局：10時～16時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： w ww .s un - i ne t. or .j p/ ~j tr c2 66 0/  

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 

☆会長の時間☆ 

 

「職業奉仕と職場見学ついて」 

2020-21年度 会長 岩本洋子 

ロータリーの神髄は、職業奉仕にありと言われています。 

職業奉仕については、100年近く色々な議論があるのですが、私は 2つのアプローチがあると思います。 

 一つは、自分の職業の水準を高めることです。利益ばかり追求しない、お客さんを騙して粗悪な商品を

売りつけない、専門職の人は専門技術の水準を高めること、自己研鑽に励むこと、などなどロータリーで

活動しながら自分の職業水準を高めることです。 

二つ目は、自分の職業をもって世の中に奉仕することです。小学校や中学校に出向いていって、自分の

職業の話をする「出前授業」もそのひとつです。弁護士会も最近、この出前授業を積極的に行っています。

高校に行って授業するのですが、高校からテーマをリクエストしてもらいます。リクエストされるテーマ

が「カードとクレジットの知識」とか「男女交際の法律問題」とか「インターネットの問題点」とか、高

校生がこんなことを知りたがっているのか、と弁護士が驚くようなリクエストがあります。是非、出前授

業で自分の職業のお話しをして頂きたいと思います。 

 もうひとつ、コロナの影響で、これからの職場見学は難しくなると思います。特に工場は見学が難しく

なると思います。不特定多数の人を工場に入れない、という方針に変わっています。今年の職場見学とし

て職業奉仕委員会が、佐川急便の「佐川美術館」を企画して下さいました。ご期待下さい。 

 

 

 
 
 

 

                           

     

 

本 日 （ 9 月 2 9 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 

「 放 射 化 学 と い う 学 問 」  

 

卓 話 担 当 ： 篠 原  厚  

 
 

次 回（ 1 0 月  6 日 ）の プ ロ グ ラ ム  
 

「 米 山 月 間 に 因 ん で 」  

 

卓 話 担 当 ： 矢 野  昭  

米 山 奨 学 生 ： 楊  馳  

 

mailto:jtrc2660@sun-inet.or.jp


例 会 出 席 報 告☆ 

                             

     第2896回 第2893回 

例 会 日   9月 8日 8月 11日 

① 会員数 A 38 38 

  （内出席免除者） 7 7 

② 出席義務者数  31 31 

③ 出席義務者出席数 22 18 

④ 出席免除者出席数  6 4 

⑤ メイクアップ数    4 

⑥ 出席義務者欠席数  9 13 

出席率 % 75.68% 74.29% 

出席率（2896回）= ③+④／②+④ 出席率（2893回）= ③+④+⑤／②+④ 
 

○幹 事 報 告○ 

 

・（公財）米山記念奨学会より 

「ハイライト米山 246」が届きました。 

・国際ロータリー第 2660地区より 

「新型コロナ感染拡大によるクラブビジョンアンケート」

が届きました。 

「秋の全国交通安全運動のポスター」が届きました。 

・豊中市民環境会議アジェンダ 21より 

ニュースレター「とよなか環境」通巻 88号が届きまし
た。 

 
✑ 掲 示 板 ✑ 
 

・第 4回定例理事会 

 日   時：10月 6日（火）     例会終了後 

 場   所：ホテルアイボリー    例会場前 

・地区公共イメージ向上セミナー 

 日   時：10月 10日（土）    14：00～16：30 

 場   所：大阪 YMCA会館 

・ガバナー補佐訪問 

 日   時：10月 13日（火）    例会時 

 場   所：ホテルアイボリー    例会場 

・ガバナー補佐訪問後 クラブ協議会 

 日   時：10月 13日（火）    13：30～14：30 

 場   所：ホテルアイボリー3F  例会場隣の会議室 

・国際奉仕・社会奉仕合同委員長会議 

 日   時：10月 17日（土）    10：00～12：00 

 場   所：大阪 YMCA会館 

・ガバナー公式訪問時 懇談会 

日   時：10月 27日（火）    11：20～12：20 

 場   所：ホテルアイボリー    例会場隣の会議室 

・ガバナー公式訪問 

日   時：10月 27日（火）    例会時 

 場   所：ホテルアイボリー    例会場 

・職場見学と秋の家族会 

日   時：11月 19日（木） 
集合 13：45出発 14：00 

集   合：ホテルアイボリー  

訪 問 先：佐川美術館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 9月 8日のニコニコ箱報告  

・誕生日祝いを頂いて            田畑会員 

・豊島会員にお世話になりました。奈須会員 

・例会欠席のお詫び       奈須会員 

・結婚記念日祝いを頂いて    志水会員 

                 

〇9月 8日のゲストとビジター〇 

・豊中 RC奨学生 Mamahit 君 

豊中 RC秋の親睦ゴルフ 

9月 27日（日）関西カントリークラブにて 
豊中 RC 秋の親睦ゴルフ大会を開催致しまし
た。当日は、前半に突然雨が降ったり、強風
が吹いたりと不安定な天気に悩まされながら
も、後半は好天に恵まれ、ご家族を含め 17
名が楽しくプレーすることができました。 
ご参加の皆様、ありがとうございました。

次回、春の親睦ゴルフへのご参加もよろしく
お願い致します。 
 

親睦委員長：横田広司 
ゴルフ担当：松本 悟 

 

ゴルフ結果 

 

優勝：田畑榮彦 

二位： 佐川正治 

三位：松本 悟 
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◎副幹事・副 SAA当番◎ 

9 月副幹事     松本 拓郎 会員 

9 月副 SAA    田畑 榮彦 会員 

10 月副幹事     奈須 正典 会員 

10 月副 SAA    松 本  悟 会員 

 

☆9月受付当番☆ 
チーフ：松本拓朗会員 
9 月 29 日  村司辰朗会員、今川英紀会員 
 
☆10月受付当番☆ 
チーフ：米田 眞会員 
10月 6日  志水清紀会員、松本 悟会員 

✑9月 1日の卓話✑ 

 

「私の自己紹介と近況について」  

 

豊中 RC 奨学生：Yugoviandi Primanda Mamahit 

 

この卓話では、私の簡単な自己紹介と最近の状況について話します。 

私はインドネシアのジャカルタ市で生まれました。三人家族です。母、父、と私。父は海軍の将官

で、母は軍医でした。母も父も海軍の人だったから、私は海軍の家族で育ちました。その結果、よく

海外に連れて行かれました。それで、インドネシアとアメリカに長い間、住んだことがあります。計

算すると、インドネシアに１３年間、アメリカに９年間住んでいました。 

私は幼い頃から、生命と自然について興味を持っていましたので、高校では、理系に入りました。

そして、卒業してから、アメリカの大学で学部生として化学を追求しました。幸運にも試験に合格し

たので、奨学金でアメリカの大学に行けました。私はインディアナ州のバルパライソ大学に行きまし

た。多くの人は、アメリカに留学したいなら、もっと有名な場所にいくのですが、最近アメリカの西

海岸と東海岸には、外国人が多くなってきました。アメリカで留学したインドネシア人は大体インド

ネシア人同士だけと仲がいいので、数年間アメリカにいても、英語が下手という話をよく聞きました。

それは良くないと思ったので、わざとアメリカの中部にあるバルパライソ大学に行きました。この大

学は田舎にあってとうもろこし畑に囲まれています。そして、他の外国人があまりいないので、とて

も本格的なアメリカ体験ができると感じました。 

大学では、初めて化学の研究を行うことができました。その時、水質分析に関する学部研究を行い

ました。この研究は、いつも研究室にいるのではなく、大自然に出かけて行く機会が多かったので、

楽しかったです。研究の結果、地域社会の水質を改善するために必要なパラメーターを発見しました。

この研究に加えて、試薬室のアシスタントとして働き、化学の基本的な知識や技術を学びました。こ

の仕事では、あらゆる化学物質の整理や準備などを行い、結果として、授業で学んだ知識を実際に体

験することができ、化学に関する理解がより深くなりました。私にとってこの経験は非常に貴重でし

た。この仕事を通じて、化学の実験室で必要なスキルを身につけただけでなく、化学の実験室の運営

について学ぶことができました。これらの経験を通して、化学の研究で人々の役に立つ喜びを知りま

した。そして化学の研究こそが、これからの人生で本当にやりたいことだと気づきました。また、現

在開発が進んでいない母国インドネシアで、化学研究を発展させたいと考えています。 

教授になるために、これからも化学の研究を続けて、最終的には博士号を取得することを目指して

います。それから私は、２０１７年に大学を卒業して、すぐ大学院に進学しました。日本に留学した

かった理由は、大阪大学の梶原先生の糖タンパク質合成の研究に興味があったからです。それと、全

く違う文化に触れたいと思う気持ちもあり、子供の頃から日本に行きたかったので、大阪大学に入学

しました。 研究室での時間を通して、自分の研究スキルが向上したことを強く感じています。先生の

助けを借りて、修士号を取得することができました。これからも、私は研究を頑張っていこうと思い

ます。豊中ロータリークラブの皆様がこの目標をサポートしてくださっていることに本当に感謝して

います。 

 

 

 


